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ツキノワグマの捕獲作業樹皮剥ぎから体毛採取

追跡調査捕獲檻を担いで山を歩く



体毛を採取し、遺伝情報から個体を識別する
調査です。有刺鉄線を用いたトラップを仕掛け
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本ニュースレターは独立行
政法人環境再生保全機構
地球環境基金の助成によ
り作成されました。

どのような調査をしているの？

認定特定非営利活動法人
四国自然史科学研究センター

NEXT ISSUE
次回は、ツキノワグマと地域のトラブ
ル防止の取り組みをご紹介します！

 捕獲調査

いま四国には何頭のツキノワグマが、どの範囲に生息しているのか？子どもは生まれているの
か？どんな環境を移動しているのか？様々な疑問を明らかにするには継続的な調査が欠かせま
せん。今回は、四国のツキノワグマの現状に迫るために私たちが山の中で行っている調査内容を
ご紹介します。この他にも、痕跡調査や目撃現場の検証など調査は多岐にわたります。

ツキノワグマ（メス）の8月の移動軌跡の一例

野生個体から生態情報を取得することを目

的に、ドラム缶式の捕獲檻でツキノワグマを捕
獲します（学術捕獲という）。捕獲したツキノワ
グマは麻酔で不動化させ、血液、体毛、歯、皮
下細胞などの生体サンプルを採取します。身
体の計測を行い、識別タグや行動追跡装置を
装着した後、再び野生に帰します。
これまで多くのクマを捕獲しましたが、猛烈に

怒っているクマや、おとなしくじっとしているク
マがいたりと、性格は個体によって様々です。

動物の熱に反応して自動で撮影を開始する
自動撮影カメラを山中に設置し、その地域での
生息確認を行います。剣山系ではツキノワグマ
調査の目的で、毎年約100台の自動撮影カメラ
が様々な機関により設置され、生息分布や個
体数の把握を行っています。

捕獲したクマにGPS付の追跡装置を装着し、
野生下での行動を追跡します。得られた追跡
データからは、その個体の行動範囲や利用環
境、移動経路などの情報を高い精度で知るこ
とができます。
これまでの追跡調査から、四国のツキノワグ

マは、人間の居住地や道路、植林地などを避
けて、900～1500mの標高に残る自然林を主
に利用していることわかっています。

ツ キ ノ ワ グ マ に
とって非常に重要
な秋の食べ物であ
る、ブナやミズナラ
のドング リの結実
量を 毎年カウ ン ト
し、餌資源量を定
量的に調べます。

 自動撮影カメラ調査

 体毛（ヘアトラップ）調査 追跡調査

 餌資源量調査
有刺鉄線に付着した体毛

ることが多いですが、
養蜂 被害やク マ 剥
ぎ の 現 場 か ら 体 毛
が見つかることもあ
ります。毛根から得
られるDNAを分析し、
個体や性別の識別
を行います。
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